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１．序論
1.1　研究目的・背景
　本研究プロジェクトは筑波大学生の情報探索行動の実態について調査し，現在の大学生がどのようにして
情報の収集を行うのかを考察・検証することを目的として継続的に行っているものである。
　1980年代前半まで，大学における「情報教育」は，主として情報処理教育であった。これは「情報技術の
専門家としてソフトウェア開発人材教育とその縮小版教育」をおこなってきたといえる。1980年代半ばから
パーソナルコンピュータが普及し，日本語ソフトの機能向上と価格低廉化に伴い，大学生のパソコンそして
ワープロ利用が徐々に進んでいった。
　1990年代に入り，「情報教育」のあり方の検討がなされた。1995年，インターネットが急速に普及し始めた。
2003年，高校において「情報」が必修科目として「国民が持つべき「情報社会を生きる力」を育成する」と
打ち出された。
　2003年度から学習指導要領が改正され，高等学校において情報教育を扱う教科として教科「情報」が必修
科目として新設された。高等学校指導要領では教科「情報」の目標は以下のように記されている1）。
　情報及び情報技術を活用するための知識と技能の習得を通して，情報に関する科学的な見方や考え
方を養うとともに，社会の中で情報及び情報技術が果たしている役割や影響を理解させ，情報化の進
展に主体的に対応できる能力と態度を育てる。
　この教科「情報」では情報化の進展に主体的に対応できる能力と態度を育てることを目的としている。そ
の内容としては，コンピュータの基本的な構造，原理やインターネット上での情報収集，知的財産権，情報
倫理，メディア，表現，コミュニケーションなどの情報社会を生きる上で必要な技術の教授を行っている。
この教科により高校生がパソコン及びインターネットを利用する機会が増加し，また，それらの利用方法に
ついても指導要領改正前の学生よりも精通しているものと考えられる。
　また，近年はパソコンの高性能化・低価格化が進み，パソコンを所有する世帯は増加傾向にある。総務省
の調べでは日本の世帯の85.9%がパソコンを所持しており，インターネットの人口普及率は75.3%となって
いる。アマゾンを始め多くの電子商取引が普及し購買行動も大きく変わりつつある。更にパソコンの発展・
普及と同時に携帯電話の所有率も増加傾向にある。日本の世帯全体では携帯電話の保有率は95.6%となって
いる。世代別にみると13-19歳の世代の携帯電話の保有率が83.6%と世帯全体と比較しても高いことがうかが
える。そのほか，インターネットを利用する際の機器としてはパソコンが最も多い90.8%であるが，次いで
82.6%が携帯電話を含むモバイル端末となっている2）。これらの数値からもパソコンや携帯電話，インター
ネットなどの情報技術が一般家庭にも十分に浸透し始めており，情報教育を受けた学生が授業で習得した知
識・技能を利用する機会が増加していると言える。
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　一方，大学図書館においては，1970年代から「図書館利用者教育」が行われてきた。これは図書館の使い
方全般，資料区分，排架場所，目録（カード）の使い方，レファレンスサービスの紹介，二次資料の紹介と
使い方と言った内容であった。
　1980年代後半から，図書館システムの導入，OPACの普及，CD-ROMあるいはオンラインによる各種DB
の提供，と図書館サービスに新たな展開が図られた。これにより，図書館利用教育の内容も変化していくこ
ととなった。
　情報通信技術の普及とそれら情報技術を扱うための知識の教授が行われていることにより，学生の情報技
能には何らかの変化が生じてきていることが推察される。その変化について課題実験を通して実証的に検証
することを本研究の目的とする。
２．調査方法
　筑波大学中央図書館において学生にレポート課題テーマを与え，その解決に必要な情報の収集を行っても
らう。その際の一連の活動はビデオカメラなどを用いて記録する。またその後にインタビュー調査を行い，
何を考えて行動したか，等の記述を行なう。
2.1　被験者
　平成21（2009）年６月から８月にかけて，筑波大学情報学群知識情報・図書館学類１年生16名に実験を実
施した。学生は全員がパソコンと携帯電話を所有しており，日常的にサーチエンジンを利用していた。
2.2　実験課題
　被験者にはレポート課題として「地球温暖化に関する議論について」を提示した。そしてレポート作成に
先立ち，必要となる情報をWebやOPACを用いて収集するよう指示した。このテーマを提示した理由は，地
球温暖化問題は専門家の間でも大きく意見が分かれ定説がない。これをまとめるには，様々な観点からの情
報収集を要求し，また，被験者自身が主体的に結論を導くことを求める課題となっているためである3）。
2.3　実験内容
　実験は筑波大学中央図書館が提供するWeb上の電子情報と書籍などの紙媒体の両方を迅速に収集でき，か
つ学生の日常的な学習活動の場である筑波大学中央図書館において行った。実際には中央図書館セミナー室
にパソコンなどを設置して実験場とした。
　
　実験は（１）模擬課題，（２）レポート課題，（３）事後課題，（４）ヒアリングアンケートの流れで行った。
（１）模擬課題
　実験では被験者に考えていることをそのまま発話する発話思考法を採用した。そのため，被験者にはこの
手法と実験環境に慣れてもらうため，事前に練習課題に取り組んでもらった。その内容は実験者が提示され
た事柄について発話思考法を実践しながら，Web上で情報検索を行う。時間は３分とした。
（２）レポート課題
　事前練習課題を行なった後，レポート課題について説明を行った。そして実験者が用意したパソコンを用
いて筑波大学附属図書館WWWのトップページを起点にWebやOPACを自由に利用してレポート作成に必要
な情報の収集を行ってもらった。時間は40分とした。情報収集中にレポート執筆の際に参考となる情報を発
見した場合，その資料がWebサイトならそのページをInternet Explorerのお気に入りに登録し，書籍なら参
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考となるページに実験者が用意した付箋を張り付けることとした。この際，お気に入りに登録するWebサイ
トと付箋を張り付けるページの数はそれぞれ15までとした。これには被験者に対して情報の取捨選択を行っ
てもらう意図があった。
（３）事後課題
　事後課題は先のレポート課題時に収集した情報をもとにレポートに含まれるべき議論や事実を書き出して
もらった。時間は10分とした。この時点で実験は終了であり，実際にはレポートを作成しないことを事後課
題終了後に被験者に伝える。
（４）ヒアリング・アンケート
　（１）～（３）の実験終了後に実験中の被験者の情報探索行動について詳細に調査するため，被験者に対し
てヒアリングを行った。内容は，日常的な情報探索手法，その資料を用いた理由，教科｢情報｣及び情報基礎
実習の学習内容が今回のレポートに与えた影響などである。また，ヒアリング終了後に今回の実験や図書館
の利用状況，パソコンの使用頻度などに関するアンケートを実施した。
2.4　行動記録
　実験から視線データ，発話音声，被験者の行動記録映像，パソコン操作ログを収集した。ログ分析等の手
法に視線の軌跡データを加えることでより詳細な分析を試みることとした。視線データの収集にはビュート
ラッカー（ディテクト社製）を用いた。同機は接触型であり，被験者の頭部に直接装着する。被験者は実験
中に自由に移動することができるため，情報探索行動を制限されない。
　またログ分析のために寺井らの研究3）を参考として被験者の各行動にタグを付け，時系列とともに書き出した。
３．結果
3.1　アンケート・ヒアリング結果
　被験者に対して行ったアンケートの集計結果及び，ヒアリングの主な結果を示す。
　被験者は16人中14人が教科｢情報｣の履修者であった。教科「情報」で履修した内容はWordやExcel，
HTMLなどが多かった。被験者全員が個人用のパソコン・携帯電話を所有しており，１日平均60分以上パソ
コンを利用していた。パソコンでインターネットを閲覧する際に利用するブラウザはInternet Explorerが最
も多く，16人中15人が利用していた。インターネット上で日常的に利用するサーチエンジンはGoogleが最も
多かった。理由としては「気軽である」，「信頼感がある」などがあげられた。
　また，被験者の携帯電話の日常的な利用について通話，メール，Web，その他についてそれぞれの利用割
合を回答してもらったところ，メールの利用割合が51％と最も高く，次いでWeb（29%），通話（16％）と
続いた。
　携帯電話でのWeb検索は16人中８人が利用しているなど，現在の学生は日常的にインターネットにアクセ
スしていることがうかがえた。
3.2　実験中のパソコン操作ログ分析
　実験では被験者のパソコンの操作と画面の遷移について記録した。そこで得られたデータをもとに被験者
のパソコン上での情報探索過程を明らかにするため，被験者の各行動をタグ付けし，行動が開始された時間
とともに行動の系列として書き出した。
（１）行動分析の結果の一部を表１「行動分析結果の一例」，表２「Webページアクセスランキング」と表３
「お気に入り登録サイト」に示す。
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表１　行動分析結果の一例　
時間
（秒）
対象 行動 ドメイン 検索語 HP・書籍名 備考
620 Web 検索 google.co.jp 地球温暖化議論 　
623 Web 検索結果ページの閲覧 google.co.jp 地球温暖化議論 　
630 Web 特定ページの閲覧 tanakanews.com 地球温暖化問題の歪曲 　
657 Web 特定ページの閲覧 wsj.com Kyoto by Degrees - WSJ.com 　
662 Web 特定ページの閲覧 tanakanews.com 地球温暖化問題の歪曲 戻る
682 Web 特定ページの閲覧 economist.com Climate change | Oceans apart | Economist.com 　
686 Web 特定ページの閲覧 tanakanews.com 地球温暖化問題の歪曲 戻る
721 Web お気に入りに登録 tanakanews.com 地球温暖化問題の歪曲 　
723 Web 検索結果ページの閲覧 google.co.jp 地球温暖化議論　 戻る
727 Web 特定ページの閲覧 tanakanews.com 地球温暖化のエセ科学 　
750 Web 特定ページの閲覧 wsws.org Scientists conclude global warming is "unequivocal" 　
754 Web 特定ページの閲覧 tanakanews.com 地球温暖化のエセ科学 戻る
785 Web 検索結果ページの閲覧 google.co.jp 地球温暖化議論 戻る
795 Web 特定ページの閲覧 yasuienv.net 地球温暖化はエセ科学か 　
863 Web 検索結果ページの閲覧 google.co.jp 地球温暖化議論 戻る
872 Web 特定ページの閲覧 sanshiro.ne.jp 地球温暖化の真実-（住　正明）- 　
　表１の「時間（秒）は実験開始からの経過時間である。
表２　Webページアクセスランキング
Webサイト名 人数 閲覧回数
地球温暖化　–　Wikipedia 10 21
筑波大学附属図書館～ TULIPS 9 32
地球温暖化に対する懐疑論 - Wikipedia 6 39
地球温暖化問題の歪曲 6 13
Google（トップページ） 6 15
地球温暖化への懐疑論に関する考察 5 7
地球温暖化に関する論争 - Wikipedia 5 12
外務省：気候変動問題 3 6
地球温暖化はエセ科学か 3 4
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表 ３　お気に入り登録サイト
Webサイト名 登録人数
地球温暖化　-　Wikipedia 5
地球温暖化に対する懐疑論　-　Wikipedia 4
地球温暖化に関する論争　-　Wikipedia 3
地球温暖化の真実 –（住 明正） 3
地球温暖化問題の歪曲 3
地球温暖化への懐疑論に関する考察 2
地球温暖化のエセ科学 2
（２）端末上での情報探索過程について分析を行った。
　被験者が利用した情報源の種類，サーチエンジンの利用，閲覧人数・回数の多いWebページ，特徴的な行
動について述べる。
　被験者全員がWeb上での情報探索を行っていた。それに対してOPACの利用は60％であり，図書の利用は
40%であった。
　情報収集の際に図書を利用した理由としては「情報がまとまっている」「責任がはっきりしている」など
であり，用いなかった理由としては「時間がなかった」「中央図書館を使い慣れていない」「欲しい本がなかっ
た」であった。
　実験の際に被験者が利用したサーチエンジンとしてはGoogle（16人中15人）が最も多く，次に Yahoo ! 
JAPAN（16人中５人）を利用していた。Googleを利用する理由については3.1で述べた通りである。また，
実験の際にはGoogleとYahooを並行して利用する被験者もいた。２つのサーチエンジンを併用したことにつ
いてヒアリングの際に被験者にその理由を質問した。その回答としては「割と検索して出てくるサイトが違っ
たりもするので両方使っている」「細かく調べるのはGoogle，大雑把に調べるのはYahoo」などが挙げられ，
被験者は情報探索の際に意識的にサーチエンジンを切り替えていることがうかがえた。
　実験中に被験者が閲覧したWebページについて閲覧した人数が２人以上であったWebページを表２に示
す。表２にあげた上位９件のWebページのうち，フリー百科事典「Wikipedia」のページが３つあった。特
に「地球温暖化 － Wikipedia」は16人中10人と最も多くの被験者が閲覧したページであり，「地球温暖化に
対する懐疑論 － Wikipedia」は閲覧回数が39回と閲覧回数が最も多いWebページとなっている。また，16人
中15人がWikipedia上のページを閲覧している。被験者が情報探索時にWikipediaを利用する理由をヒアリン
グの際に被験者に質問した。その回答としては「情報がまとまっている」「とりあえず見てみる」「外部リン
クがあるからそこから必要なページに飛べる」などがあげられた。しかし，そのほかの意見として「必ずし
も正しいわけじゃないと思って使っている」「（Wikipediaを利用する際でも）複数の情報源に当たった方が
いい」などのWikipediaの利用に対して慎重な意見もあった。
　また，課題中に２人以上の被験者がお気に入りに登録したサイトについて表３にまとめる。こちらも
Wikipediaの登録が多く，上位３件がWikipediaに関連するWebページとなっている。また，「地球温暖化の
真実　–（住　正明）」というWebサイトは表２，３を比較すると閲覧人数と登録人数が同じであるため，閲
覧した全員がお気に入りに登録していることとなる。
　実験中，被験者の情報探索行動に繰り返し見られたものとして１つのページを起点として，そこから辿れ
るページに飛び，また起点のページに戻り，さらにほかのページに飛ぶという反復行動がある。その一例を
図１に示す。
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　図１において，起点となるのはGoogleの検索結果ページやWikipediaのページなどであった。この行動は
16人中15人に見られた。今回の課題テーマの設定上，温暖化に対しての肯定派，否定派の各意見など情報を
浅く広く集めるためにこのような行動が行われたのではないかと推察される。また，この行動がWikipedia
などの外部リンクが多いページの閲覧回数が多い一因である。
3.3　眼球運動データから見る情報探索行動
　実験では眼球運動を測定するビュートラッカーを用いて被験者の視線データの収集を行った。収集した視
線データは視線の動きを可視化するために視線の軌跡が表示されるように画像編集を行った。
　視線データの結果から被験者が一般的な横書きの文章を精読している場合は視線が左右に多く移動し，ま
た流し読みの場合は上下に多く移動することが分かった。これは文章を精読する際には文章に沿うようにし
て視線を動かしており，流し読みの際には文の先頭などを読んで目的に合った文章を探索しているものと推
察される。また，被験者にとって特に見る場所が明確でない場合や見るべき場所を探索する際には縦横への
不規則な動きが見られた。そのほか，実験時に被験者がWebページを見る際には画面の比較的上部に視線が
集中していた。
　Webページの閲覧について，被験者が実験中にGoogle・Yahooなどのトップページや検索結果一覧ページ，
Wikipediaなどの日常的に利用しているサイトを閲覧する際には視線の動きは安定しており，サイトの文章
に沿うようにして視線が移動していた。それに対して，被験者が初めて訪れるサイトを閲覧する際には，サ
イトが表示された直後にディスプレイ全体への視線の不規則な動きが見られた。この行動は被験者が日常的
に利用しているサイトはどのように表示されるか被験者は認知しているため，それらのサイトを閲覧する際
に即座にサイトに沿った視線の動きをとることができるが，それに対して初見のWebサイトの場合，被験者
はまず訪れたサイトがどのように構成されているのかを把握するためにWebサイト全体に視線を動かす。そ
図１　反復行動の例　学生のWebページ遷移
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のため不規則な動きが多くなるものと考えられる。
　そのほかに，視線データから被験者がスクロールを必要とする縦に大きなWebページを精読する際には注
視点を画面上で一定の高さに固定しWebページ自体をスクロールさせる行動が多く見られた。 今回の実験
で実験者が用意したマウスにはマウスホイールが付属しているので被験者は容易にWebページの上下移動が
行える。そのため，被験者は自身の見やすい位置に注視点を固定し，Webページ自体を見やすい位置に移動
させているものと推察される。両者を比較すると被験者の視線がほぼマウスカーソルの位置と同じである。
　このほかにも被験者がWebページを閲覧する際に視線から現在読んでいると思われる文章に沿ってマウス
カーソルを移動させる，文章を反転させるなどのマウスカーソルを用いた行動が見受けられた。これらは被
験者がWebページを閲覧する際にマウスカーソルを閲覧の補助としていると考えられる。
　次に被験者が書架に出た際の視線の動きについて述べる。
　被験者がセミナー室から図書館廊下に出た際には視界の水平に近かった視線の移動はその後，徐々に視界
の上に偏って移動するようになった。これは館内表示の多くが天井などの目線より高い位置に配置されてい
ることに起因するものと思われる。また，被験者は館内表示や書架脇の分類表示に視線を向けながら，目的
の図書がある書架へ歩いて行った。今回の学生被験者は全員知識情報・図書館学類の学生であり，中央図書
館の利用経験は少ない。また，書架に出た被験者は先にOPACで図書の検索を行った際に図書の所蔵されて
いる地点をOPAC上の地図で確認している。そのため，この行動は図書館を使い慣れていない被験者が常に
現在地点の確認を取るために行っていると考えられる。また，図書探索の際に事前に請求記号を控えていた
にもかかわらず，再度その確認のために実験室に戻る被験者もいた。その後，被験者が館内表示を頼りに目
的の図書があると思しき地点に近づくと今度は書架に視線を移し，書架全体を見た後に視線を向ける範囲を
書架，棚，各図書と徐々に狭めていき図書を選定していた。被験者が図書を手に取る直前には上下の視線の
動きが多く見られた。これは図書のタイトルを読み，目的の図書を選定している行動であると考えられる。
４．考察
　実験中の被験者の情報探索行動について考察する。今回の実験から，学生は情報探索における第一歩とし
てはインターネット上でサーチエンジンを利用することが分かった。今回の実験では16名中10名が課題開始
時にサーチエンジンを用いた検索を行っていた。その他はOPACを用いた者が５名，書架へ出た者が１名で
ある。アンケート結果からも学生が情報検索の際にインターネット及びサーチエンジンを日常的に利用する
と13名中12名（３名未回答）が回答していた。学生が情報探索の際に利用するサーチエンジンはGoogleが最
も多く，Yahooなどの別のサーチエンジンを並行して利用する者もいた。また，検索を行う際にはサーチエ
ンジンのトップページまで戻るのではなく，Internet Explorerの右上にある検索窓を多用しており，学生は
インターネットを用いた情報探索に慣れていると言える。また，サーチエンジン検索結果からWebページを
選ぶ際に被験者の視線はいくつかの検索結果に向けられていることがわかった。サーチエンジンの検索結果
には検索されたサイトのタイトルとともに簡単な要約が乗せられている。被験者は検索結果が表示されると
上位２，３個のWebサイトのタイトルと要約に視線を移動させ，その中から閲覧するサイトを決定していた。
また，それらを通覧して自分の目的にあったサイトが見つからなかった場合にはWebサイトを閲覧せずに検
索語の修正を行っていた。つまり，被験者は２，３個の検索結果をタイトルや要約を参考に比較してそこか
ら有用なサイトを選定するのと同時に検索語が適していたのかの判断を行っていると言える。
　今回の被験者はWebを用いた情報探索時にWikipediaを多用し，特に情報探索初期の段階における閲覧が
多く見られた。Wikipediaの利用が多いことは表２，３からも見られる。これはサーチエンジンを用いて検索
を行った際に検索結果一覧の上位にWikipediaのページが出ることも要因のひとつであると考えられるが，
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検索語に「Wikipedia」を用いて意図的に利用する被験者もいた。被験者がWikipediaを用いる理由としても「と
りあえず見てみる」という意見が多い。つまり，被験者は情報探索の初期段階としてその後の情報探索のあ
たりを付けるためにまずGoogleでの検索やWikipediaの閲覧などを行う傾向にあるといえる。このことは被
験者がWikipediaのページを閲覧した後にそのページ内に存在する外部リンクから他のWebページに移動し
ていることからも，Wikipediaを情報探索における一つの足がかりとして利用していることを示唆している。
外部リンクから移動したWebページ閲覧時の視線軌跡分析からも被験者がそのページを精読していることが
分かった。また，それらのWebページを有用と判断してお気に入りに登録する被験者もいた。これらのこ
とから被験者はWikipediaで参照されているWebページについても情報源として利用していると考えられる。
また，Wikipediaの利用について聞き取り調査でも「ネットでは一番情報が集まっていて，まとまっているし，
参考のURLもあるのでそこから外部のサイトに飛ぼうと思った」という回答もあり，被験者はWikipediaの
一次情報源も情報探索の手段として利用していることが示唆される。その他，Wikipediaの利用に関して「必
ずしも正しいわけじゃないと思って使っている」「複数の情報源に当たった方がいい」など，複数の情報源
に当たる，情報の裏付けを取る，情報を批判的に検証すると言った情報に対する態度を有していることが示
唆された。これらは授業で学習したこととも考えられる。
　また，被験者のWebページの閲覧に関していくつかの特徴的な行動が見られた。今回の被験者はスクロー
ルを必要とする縦に大きなWebページを閲覧する際にはブラウザ右端のスクロールバーを用いるのではな
く，マウスに付属しているマウスホイールを用いていた。また，視線の軌跡からもページの上下移動時にス
クロールバーへ視線を向けることはなく，常に視線は文章に向けられており，視線の高さは一定を保ってい
た。つまり，Webページ閲覧時には被験者は視線を大きく動かすのではなく，Webページ自体を自分の見や
すい位置に移動させていると言える。その際にはスクロールバーではなく，マウスホイールを用いるため被
験者の視線は常にWebページ本文に向けられていた。この行動は被験者がWebページの文章を少なからず読
んでいるためであると考えられる。また，Webページ閲覧の際に１ページ単位でページを上下させるページ
ダウン・アップを用いる被験者はいなかった。これは被験者がページの上下移動の際にマウスカーソルを主
に用いることと比較して，ページダウン・アップを用いるとWebページが大きく移動してしまうため，読ん
でいた文章を追うことが難しくなってしまうためであると考えられる。その他，Webページの閲覧時に被験
者は画面に表示されるマウスカーソルを使って読んでいる文章を反転させる，文章をなぞるなどの行動を
取っており，Webページ閲覧の際にはマウスを様々な面で利用していると言える。
　また，Webページの閲覧に関して被験者が過去に利用したことがあるサイトと初めて見るサイトでは視線
の軌跡に差が見られた。Webサイトでは被験者はどこにどのような情報があるのかの見当がついていないた
め，ページ全体を把握するために視線を大きく動かしていると推測される。そのため，被験者は情報探索の
初期の段階ではページ構成をある程度把握しており，情報がどこにあるのか見当がつく使いなれたサイトを
用いると考えられる。
　今回の実験において被験者は図書を利用する際にはまずOPACを用いて目的に合致した図書が蔵書されて
いるのか，またどこに配架されているのかを確認してから書架に向かっていた。しかし，書架へ向かった被
験者のほとんどは書架へ向かったのちに配架場所の確認のために再度実験室に戻ってきていた。今回の被験
者は中央図書館の利用経験が少ないため，目的の図書が配架されている場所までの道筋がすぐには分からな
かったと考えられる。逆に今回書籍を用いなかった被験者は「どこに目的の図書があるのかすぐに思いつけ
ば利用した」と聞き取り調査の際に回答しており，インターネット上での検索と同様に日頃使い慣れている
ものを利用する傾向にあると言える。
　また，書籍を閲覧する際の被験者の視線軌跡としてはWebページの閲覧よりも複数方向への散らばりが見
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られた。これはWebページの場合には視線を固定しページ自体を動かしているが，書籍の場合には視線を動
かして閲覧しているためであると考えられる。特にWebページは基本的には上下移動のみで閲覧することが
可能である。Webページと書籍の閲覧時の視線軌跡の相違にはこのような媒体における情報の連続性が関連
している。
５．今後
　現代の学生にとってパソコンやインターネットは身近なものであり，それらを用いて情報探索を行うこと
ができる。調べ物をする際の第一歩としてはサーチエンジンを用いた検索を行っており，Wikipediaなどの
Webページを用いていた。また，複数の情報源に当たる，情報の裏付けを取るなど情報に対して批判的な見
方を有しているなど，ある程度の水準の情報技術を扱うことができる。
　この研究プロジェクトについてはその後，図書館員，大学院生らの同様の行動の分析を行っている。また
これらの結果に関しては二件の学会発表を行なっている4）5）。
　図書館員との比較調査，また他学群生，他研究科大学院生の実態についても，継続して実験を行ない，分
析中である。
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